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《論　文》

　　　　　再帰性とグローバリゼーションの理論的検討

　　　　　　　　　アンソニー・ギデンズの哲学的保守主義を中心に

畑 本 谷蓄 ／
’タ

1、はじめに

　　．了ンソニー・ギ．ニンフ．）展開する社会」型㍑．．．’）

キー「ノー1．し｝一）、おそら（は最t，下要なキー

ワードは川帰・1／kCl’t川・．・x雨し｝．）であろ。我が国

で’、宮本㌘：’．氏の文1｛i｝1を初めとしてC言本

19川8パ、　ll’IV81，｝、　．．1”’．丁’ン　．・ぐ］：1巨56・〕1・｝覧，念［1勺）〕・ll斤’1こ

はかなりの蓄程Cう1ごノ／か、宮本氏か一ギデンズ

社会理論・．ぱ1’1＼像とい・咋見・∴（か，うすると、二i．「

為と怖丘、およこ．・二歴史と運動一という2つ

・．． 川で・三，・iλを・、、い川に情ばこ：．1．．二いこ　1．百担！．｝gSl：．：

57．とLている；1．　J　・・に、㍑ご　　社会”y：　1；L｝．〔論）　と

実践［白分析　・］．U代社会！㍉　○連千左．1㍑については

十分な紀「．・き1ヅロわれてこ二〇一．た．三ちうん、

二／i・，Lは川代．「り．’二川弓かこ一、二aまての社会9：

ユ：川1．［i－．1：よ、　｛ぷi：旦．　シ　スニ・ムと11”k・し、〕　二．Jじ，li，，｝の！｛，［i

ll｛《　ll；Llll119Yl：　111：‘、　i，　L　（は　ミ　クロ　・マク　〔コ

：㌧クに．1〈きな関心か三．｛］：せ∴れてい二ごこめ、ギ

＋ンス． 川i∴｝L．）そうLた伺1由に対i＿て［：1？．ら焦．［点か

あ二る1頃向，．あ．ttニナここ力て3うるという1［出hカ㍉ち

る．川帰性既こか、実際の制度・S社会の潮流を

分析するために利用しや．．］一いようi・分に検討き

れ、加Lされ・：こいる研究かあるとは言’えない．

そのため、この概念にっいては、行為のF．体性

を強、川一考．・る｛・i｝i［．念でこ：ノるとする人雑丁巴な王里解か1広

くありなから、そこから左はどんなξ；，意が麦）る

かパから［」／…P．」劣lllr＼あるといったような」大｝兄

てr．；’らある．やはり、一定の時問が経過した現

代ど、6文脈の中て、再帰性概念を三う一度ま

と・1．）直し、その効力を確、；．Yし直・．i・必要7あるだ

ろ∴

　この論之は、広．義し））社会保障ミ・決i派L．）中て

の理論的｛iJf究に位置っけら］Lる川格のものであ

る．．よって、　こし．）論文で川：川；・刊1概怠を検，N1し［白：

す」己終〔白な川ト’1／Jは、　社会保障ik・1」度c）構1口と変動

を理解し改ltlL：’案を提案すうためし．ジbtki’i｛J：ご（j’Hi

性を概念から引き出すこと二ある　そのため、

ここては、川川・性概，乞を取：1L㌦る！．こめにさま

きまな’・うンスを弓’慮：L、｛及∴L力f判i”さまさ．ま

二分野に配慮L一ゴ1；㍑〕か．’∫いよ・－1に’1・るという

，，fiにはい○．二．一　］1．（　・　ttl　Lど∵　」二、．i．・＝ニンスの

研’だ．．一．）う二．H：会保P，・；’i：川度・Wk．．　r：三．．1、　三．．二　；

ごその［：杏接領二或にi｝ll係こている≒．　）1二li、｝；一，た三

のとなる．，肴文・’．）r∫川↑．「ヒを㌧左す∫㍑は目！」違った

b’El．ては：’Sいは一］．一てある．　Lか／＿r」：から、他L’／i

慨念と⊥七較対∬（に、そ三そことのjl∴な現象を

示すべく生み川さJilた概、工て」’「，るのかをてきる

た：÷分ん川やす（1・i・川；已、社会保IU政策以外の

分野てこ．ト分に応川か［］∫f；Eとなるようrg説明を

試みたい二

　また、この論之は、ギテンズし．）再帰↑生1］叱念を

う刊・斤し、実bJ隻自勺分析へと架橋すろことがじな目

的なのて．、その分析に多（の祇幅を害1」くことに

なる：そのため、この概念し．）視野しつ中に見えて

くる、社会保障政策においてと川わヨ屯要な意

［味合いを持っ現象として、ギ．テ．ンスが精ノ川〔」に

取1〕組んているテーマてある1］．七一バ．1セL一シ

三ンの川題を取リトげ了二．．1i」論の最後の部分
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て、ギテンズL．）再’「1〒｝．1生仕土一1．ill．こから、lll川さ：l　l

る二．のとLて、二．L〔はこの説川を応用L撒こ三

　）二して倹．；・1．Lたいこ∪二　二川現象をLji：1列と

‘．．． ．IY’いLげるこ二に上：い川刷’ri枇念・つ理解

はい一．、そう明｛1ψ1二な勺てあろう

　　LかL、　こ二Lた」己も冬日｛・ll　1に三ど：）㍍く｜何に、

Illl・li，1・・㍍L］、［．・rt．，つ∫．L義や牛．．み1｝1ご：i　Lた経緯をll呑1認L

f二ti　第！［烈て、：1菩．∵○．）‘おイ列：Z特．に注目Lなか

∴再川・・1・．）1’亡義川な確6．ぎをlj．「い、第3厄二、信

頼㍑念にk・1．・：．．こ、1，．拍に特：こ注日Lて彼．．：）エーシ1

エンシの概念と弔i造化川i三目を・h　＋：斤することて再

帰「汁概念1かギテンス．理、洞し．）中て1㌧める位置fづ：ナ

／　　
　
　　　　

L
－

　　　　
　
　　　　　　　　　　　i　
　
　　　　　i　　　．
　

　／　　　　　　　　　
．
　

　　　　：
　
　　　　　　　　

，
　　　　　

！
　　　　　　　　iJ　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　
　　　　　　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　こ　　　　

　
　　　　　　　

，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　

　
　　　　　　　　’　
　
　　　J
s
　
　
　　　　　　　　　i　　　　　　　
　
　　　　　　隼　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　
　　　　　　　　　

t
＿　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　戊　　　　
　
　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　三　　　

　
　　　　　「　　　　　　隻　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　　　’

　
　　　　i
　
　　　　　　t　　
　
　　　　　J　　
　
　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　

｝
s

　　　　　　　　　　　　　　｛　
　
　　　　　　　　f　
　
　　　　　　　　　i　
　
　　　
　
　　　　　　　　　ン　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　’　　：　

　
　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　1　

　
　　　　4　　　　　　　　　1

　
　　］　　　　
　
　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　「　　　高　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　力　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　

，

　
　　　　；　　　　　エ　　　　

　
　　　　　　i　　　　　t

：’ L：．｛．ジ’．㍑分と．二：ろ　第1節て口、近代○文脈

に｝i．ll1・こ．、川三代．二）進展とと土，にIII：’！・「1｝性か高ま

　　　　　　「　二　　．．　　．　　　1　　↓∫」．．　］F　　；　：　ニ　　ー　）　　’．　　、　て　　弓幽：㌘ミ　　こ　　　、　　　∫！く　i麦　／’．　．．）　fi’1　　5　　ti’rj　：　こ

㌘．、・．こ、　ゾロー．〈．：1ゼーシ三ンとIi・’．「．‘，；・・｝’脱力・と’Lつ

よ・’‘に喋1連L、lli：帰性C川1見点からいか三∫る．分｛斤

かlr」． 能二なる‘）かを提示Lたいと思う．

2．再帰il生とは

　　／；／．：．，JL、川．’1．1・｝］．㌧概念とは何か、定義灼な洋｛認

を㍑．．．；．．；・’．　　一．1．一二・ンスー川！／：1的iこ口：て三）る　＝社会

　li：t’｝IJk　　一こljl、　：i佗惑1二・．一）考’ンこ一．こ一川．‘；・・1．’llとは算：．一・

：．二行為㍑の川［／ことか『こきる能．り　（kl・，・・“’leii－

．． ，．．．

｜1．日iい．．）　を’手旨づ一㌧し．）＝カ・こ・とい・．一・二：、　－Fl・S．に

一 日己意識．：し．・コ山・ul1S．［．．⑪llい・一．ざ）としてて．は

な（、現在巡行中・．．）社会生活し．．瑞［れのモニター

二．：しごニギ」汀宝三　二　：］：1目（ll皐一／’1．・＼三こ　　　i（｝i・．Llじ・ll＼　198．｜

：：㍗　i．．Lりと．tg．’／て’一る．　二一　・節には力：1撒な内

容1パ以約II（ねてtt、るか、　こ烈二：÷二はなう・な，○

そ㍉．ノ含口がつ，1、こ・うる㌧L’）．．こ’1・二「．　i　よ一．．て、

似Lた意昧合いを持つそ・．）仙の概念と比1ぼ対照

すろことによって、実IS祭・．）社会分析に£一⊃再帰

《正班念⑪意享這を磁葉忍．／i一二二と：．：LよJ”

　　トニー・フノ．ン．ソ・・ト：1．ツは、川1帰．1　11を

　いわIDる再り・19rfil－‘：lr・．1．1，川・、．・－rl・．・一：）　と　一反射

　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　N　　　り　　　‘㌧　　一　‘．

1い．tL・：一　一　ー二．．ノ：こ1，〈1分Lている　｝．芝は、1・．・ピ］亡s－

i∵iい、．て：：こrミくh．．i．lr．↑i・．’－11＋．1．－b山川、語かギ・デン

ス．一川！論にほ：1系すこ三のて、ち二．と述・＼二いるの

て　（iiv：1卜：↑yi、2ii日5　：5丁）、　川．語か混乱づ＾うか、

これは彼独自・）川i2iと考えて）’，いてあろ一⊃

1’，・flt，1iVL．lit’sr／はVnyi．レxiviい一のト’位分類て○ろ

とさ／ILてr一るか、　ここでフ・ソ．ソ・・トリ・．7の

川1・i：〕を検：口．一一り・．・は、ち，まr、千．・ン7（・．）］：liば

を］：川川r．；．ろ際、二｝参杉にこてF一るに過ぎな‘一．二．）て、

1．，．ILい・ト．・11t．．一．．”三1■．xiviパ・：引・1」Li，．・．）を指こ

ていると弓’えることにしたい．フでソツハト1「

；・クは、ギデンズ以外のぞ・．）他・．）論者．L．．り上［1｝川を

1．．担野に含め”’こLて川帰性し’）位置一．．」’1・，］を弓『察L

てい○．．．）て、川，語系“ギテ．ンフ∴．）⊃’「．）とはすゴL

て1る”t・）てある．

　　フ／　．．．ソ・・＼－　1匂にヱ巧：二、　再・ivl’・i．㌦　（1・tr－

｜　　1　ト　．　x　 i　㌧　．　i　t　｝，　　　　　　　　　｜　一　’二　1　　1　－　’　L　－　1　　i　＼　．　巳　！　〕　「　＼　　　　 ）　　　　　と　　｜　又　η　、t　　　r：　　I　L　－　一　｛　．　［　し　一　y：　　｝　　　　」　こ　、

似たよう．二現象を扱うが全：違．，た事柄を指し

ている　さ㌧に、　フィノッノ・ト1’」ソクし．．）　．つの

概念に追1川して、．一反省　白川卜．・Cliou）を比較

対「象じ）1ストにりILえたい．以ト．L．）「．一．．）Lう川語を

川川に⊥七校す∫江ご、なおい一tそう再帰性・．）意味

合いは川ii’｛．’：二なる二ろう

　我々か　しく省．．という、1’薬を川いJ15　“’、それ

か．ヤ㌃行為の£課に対．’二：行i．川た際に、何f・　19

Lかし． 川川が経過□二後ては、何かよ1）良い結

果が川まれるといった意昧合いをこめて川いて

いる　反省とは行為のイミ備に対してなされ、そ

・川’為を改菩するために行’コ11ものだか・∵である，

　・方て、川川｝性というご『葉を用いる時、：七述の

定義t’）こと（、それは．現在進iU1，・／）社会生活の

流㍍かモニ9一三れたと’い一’：㌃．1’．川二とてあつ

二、そのモニタリンフ．か展川Lた）itに必ずし三

良い結果か川まれるとは限らないし、已：、ntfi的に

結ト1．！．㌧ピふ．程1卜「1きれるといt「sこ三’．：1．．．ない・モ

ニターさ］した㌧iご二め：二、　．こ∫：｜叉｜・こ．こ㌃1辛llr　iAk　（LII］－

iTn，．、N．1，　i　c・i，IF÷，1］Vellt・P　已　L二Llこ行為者’にと



Nllr／．1，　2i：11．：1二　　　　　　　　　　　　　　　1；」：・「．rl∫．i’iiと　ク　コー・・．1

っては何か悪い意味合いを持っ結果が牛まれる

ことちある．すなわち、肉1帰性とは、反省とは

違って、行為の帰結のいかんに関係しない㌧っ

と中㍑的な用語てある

　嗜癖Cご‘Uic日．山）の事例を見てみよう．キ．

ニンス． によれは、近代は行為や制度をモニタ：1

ンブ． する肉：帰性かititilま．’／二いるので、日己の

継続性を確保することて川活の友心感をirliijたす

存在論的安心（日川uいパt．alごピCUFitv）を丁に

入れるには、絶え’ナ日己を記述し直し日己のあ

層． ．戊∫を調ぷ㌧て噛、、か．な．…．．○．t．こ∵ミい．己笹又

化つなかては、一 川日こ二二とを今日しおこな
・▼

い． ）．ノ普通てあ．た　〔Gi・｜，i・・u－lgC・2二19！）5：

ll5）のてこうLた機制は必1巳なかつたか、川

帰性が制度1’白な1，のとな刀近代では常に日Llの

紡ぎだす物語に慣性を持二せ、矛盾をきたさ

ないように、l！「：整・川：パ｝’桔を続げ、未来の見」口し

にI」・一貫性を持たせる、ギ．デンズの用法では柏

⊥V’Ui2｛ヒづ一る　（、．－1，1［ii．な1↑i‘，1、、　こ　とで一jっ　と’女，C、

Lた社会生活かilJil巨なる　こ・’已て紡ぎたさ

．れた自己の物部、㌧．－1　Y2［ミ川己の集合1イミであ

る制度の1，fj－・M｛は自己∵イデンテノティ（細h．－

i　r　l　f’コ　［1　r　　i　τ　＼一　　）　　　　　と　　［；乎　 ：　よ　　：i　　L　　二》

　　しかし、この機制1こ必すト丁くいくとは隆！ら

ない二〔1己アイテンテtテ・は、常にモニタ：1

ング． されlll：生産さ：1Lるという性質ヒ、そこには

常に失敗のu∫能性かっき：妄とうのである一ギテ

ンズ． の行う説川Lノ）中でt，百呂な嗜癖という失敗

事例を取りLげ上う

　．社会生活は、ナベ　二川川口度、lli「］には｝．．．1㍉

ている　われわ口かkjlil㌧．．：し運．一二右川、ま二、

われわれ　川：動か　．1ノ＼［とr∫る．；記模の人き二制度

休を再生産する撒i：）．でな（、　・ヘ　ノ＼し．．）正活＿

形式をもたらLている活動には　・定のi／．；1：1態かξ，

る　LかL、こう1一た㍗！にはま一．，rこ川’いは、　・

1ぶなi．のては二．一．…！そ，）f，；かで）嗜1宰は、

＿

　　シ　／’≡ン　．・：ぼ里三11｛勺i二ぼ1㌶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i1”

衝動脅迫白てii”．るか、決ト．一て取るに［・辻ら：．儀式

　　　　　で1まなV・＝　ll菩Jil．r，1二、　’こtt〕ノ＼ジ．）ik｝：舌1二L「こ車巨［fl・］i二jik

　　　　ぶ影響1を三た∴Lていく　…嗜姉は、衝動ド㌢迫

　　　　　的に没三頁するi・．Li：己．k　fヒさ．れ二㍗」｛．策であ：）、　中匿「：．

　　　　た場合手に負えない・イ　；’友感を・川しさせrli．　t－．．．．．．）と

　　　　　1工ごξづ11÷てきこ．　［特・㍑は、　イぐ女ヨ塵を利1∴、＋三こ

　　　　　三て、そノ．）人に心パ女．］き．1三・こたらすか、　こう

　　　　　Lた安心感はつね1二多少とち　・時的なしのて言，

　　　　　る・　（Gid｛．｜／t．n、．　lqO2．｜9．后　：▲［〕8－110）

　ギ．テ．ンズによ日ば、衝動脅迫的な心1コ｛：伏態で

ある嗜癖とは日己r・’1’≡ンテ・テ・の再生i）1’：iト”

おいて不具合，，川し．た状態てある、日己と環境

と・）父渉を適切に遂行し、日己・．）ド1本性をCl一持

することに成功できている状態から逸脱す川は、

その行為．者はある型にはま一一’1た行いを衝動脅迫

「｛Uに元亘2艮一ナるように」UL㌧△ま王るn］『造・性かち㌦

つ勺’L例えば、酒に；弱．IL二り、セ，ノスに翼’常

な執㍍を’覚えたりなと）　日己・．）行為のモニ9

リン7が、逸脱Lた行為・りじ・．）状態への修復て

はなく、そのIJri速化へ向汁て絶えず方向利げか

なされるように作動してい（場合ちありうろの

＿一一　ン　　　7

、　）／｛）一

一

1云統的秩序．戊後：二くる川会秩序におL・てたひ

とは、［㍉己につい二川；il．迎を、現実に絶えす苫

き｜亘さな：ナれ：ご二∴：ミいこ、　また、コー）にノ＼か

人格的∩、㌦：を生きるろえて・．プ女心感と結びっ：．｝．

ていく必要かあるのであ，1！ば、ラでフスクイ‘レ

L．．）実ニミは、そろ／．，た「ILI　L｝。」述に沿うしのてな

：⊥れはfSらない　とはい、：JL、白己実児．）過程は、

ほとんとの易合、断；1「的て限工されている．L

たがって、「嗜日㍑・潜在i’1｛Jに非営に「工ii巨囲に｛支ん

ていることは、意外でしないこひとたひ制度［白

lll：川性が，Vi，段の社会生活．．．）ぽほすべての領域に

f支んでこま∴は、ほとんど’ミ．．）行動様」・kや習慣ご、

ナベて、嗜癖になる、］1’能’1”i〔かちt’からで言、：「．



，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日月　㍉：　大　‘’1’　：：ンi・

Ull．1ピli　　｜1｛　：　1　）5　：｜｜1・川二）

　一・1’・＼て一行為ψ∴「1ご！ξをトー’y　rンに把握した

ヒrご欠　）f」／㌢二行「w　）てない1；艮　、　こ一）ii言」川の

’lill」L）　・－．に一・1口：，．／，シIT］果とこニド1七㍑亘1㌃．．｝

．

川L〆㌧を吸」ンJl二亭：　）二・、　はたまr二・夫日文：二」子二

．． いシ・、　そ．L，　V，．1，1．、1’1　i」．：ぷ二こ二F一ことrL・ゐ．‘二，二

しく行1上1．こ　て川・，‘．1・㌧を11］二・」ニノ．’とll㌧1二とき：こ

1：L、こ、）㍑1｛、、．．il．；川1’．1．1・路L、通1〃’∴、∫イズ

ー
／　二は㌧、f：　　・、　．：二il［’K］二z二．－！こ1㌧．）こ　；r∫’．■，／Vl

況を．Tl危一’：・を抱．：こてい7　「II・．U1ば：．｝L一ノ

㌔　、．　，　／

　　1’）（に、　川　川．　，㌧（qJを’⊥七べてt’tよ・う・　フ　〃　．．

ソ’・．・ 　1　　々、r　：　．　L：／／t、　〆＼　・，．・ク　と／＼　　クー’デ・レ

／
　ノt’・で∴一、　川ltは：・∴二・己；口L、＿｝《L会〕ノご兄．．〕

1’1’・1’参∫ノ・川↓い　「川」ご二い一て再’1・｝性：三仁」か

∫一・．．．こい　1　．日↑1．1いご　L’‘illJ，　：57）：　伎・．’）t

－｜　1‘＿二、　川／　）ぺ々：二、　川「；・（」に行：1急をモ

．．
・

　　　．　’『　　1ド．、J．，．1　∴…　　　‘ll．↓．，k，こ艮「iLE，1，IJに

1く’“tl　『　’．、！．　　、戸一．．一：、　ぺ不酩1二，、と‘．、一’・

川、・句　」t．・1．・∵こ二と／’1　1．　／一．r二か、ビ、は現

代：二．　一　一［ド　ー　ノこft’　．．．t　／’塗生こて．一ことLき代分

い　一．’　1．・，・．，・：三∴1．『1．，．垣□活

　．！1－一．　　・　－　　．一＿、　；］r川、f，ン1．会　1≒：’ドか・㍉㍑

．’．
＿『

，1　．川　1・㌧L　）11T・L二、と（Lt：㌘　　こる1二て）：し｜［・司ノ＼fヒ

か1〔L（’；　　1・1il　i．川I　L）　vc11　：57　11人r兄，．1、　ノ＼ぐ

か∴川」Mr一已∫1を、．二　こ『㍉Lた状況では

社こ川活⑪㌦口　）モニ；’コー一はイ1［］J能てあこ

二1／メー上∴　　日一ls　・に、　14・1・、1｝］生，、↑力く／1〕び兄て三、

意図せ、る、当該1げ緒．にと一・．．ては負の偏㌔、㌧

．．．た，｝これるiJl、ピドし！あろとはいえ、そt、一，は行

急苔　　L仏1ノピ，発］’1層ごFI　LなrL　I－一二とい二ことて

．∴い　川、．」に．司叉に二いたか故の負○帰u

二・〕てJ．，7　　’川・［「ピニ：二：こii｛｛i：二ると．りiii’！Lr二1㌧C

況かイピ｛．1ていノ．’Lうに旦三て二、モニ9　ン

プては二：艮［1　i，L：て．つIJ‘㌧く1村と川‘｝↑生はまったく

已・一：こ現象を1旨L」心ている　山f㌣・つどち∴か

：こ・噛｝1：川：‘だ　己　要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N・1．！7

　　現代社会において1ばく作用Lていうかを断定㌧

　　る山はL｝↓．（iし’．、　そ：iしは、　社会分i斤を行’う．二かて、

　　とち㍉し．）、‘ノ：場か上．」：受当↑’｛．）ち一㌦三［リ」を生k出

　　・．：一］s｝1自iかfYyい．liかを1．　L　た1∴［足、　」｛乏辛冬［1勺二丁［i　、

　　ty生ま㍍三．川…i‘、」Lてあろ二

　　　］以「．⑪考客ミヅ・1小、　lil「1・’1’と．．　Zう杜、ご、し）、　∫ttt　k

　　をili，d・と：．た．．．，〕［」♂レこづ了かひLら＿てき二．　lll：・∵；

　　・i’ノ1　ま、　㌧（省と．＿　　二1JY．1｝．）≡．．り一CJi：一・・「｝i「1を1只；’〔Eす

　　」：：．．のて．∴∫1、1＜射三工・ニドド，勺r三モニタ

　　　ン　かLrい・．こLl　r現象’：．．る二次節ては、再

　⊥，，’1、に注川し：「二目／、IF－・．ぽリノ．・やその・己川を

　　Z劣≦L、　い．．そ一－．二　）1しJ、，！†〔嵯を明．一）か二も

：
　
　
　
　
　

‘

　　3．理論的構成　工一ジェンシと構造化理論

　　　再川川を仁1かせ二行為1二二三ギデンスごエ

　　ーノ　．ニン　シ　IL・．hCv）　と［1乎／一．．こ’．、”9　．　7川臼：f℃

　　か1s’［“1；一代にか．’．て．、）二1．テンスは、ニコエーシ

　　ニンン　㌧］、．〈二、　一．三．、f・．こi丙［．こ．：．．・た《ll会’丁：

　　　　上　．．　　’．一こ　こ’　　二　　’　　．i．こ　　｝．・ごk．　ノ　］　　　　’三　L一ノ　　ト幽”｝i”　↑，　＿　二≧　て　：，ノ　；

　　　〆　スニ，：・　　二勾」［二：・＿J”二三．で、　．一バ．〉こ

　　　L口・IL月．　、　　：；　　1　　．l　　l！1　パ11バi．11）　を

　　tt　：卜．、一、二　㌧’．こ　　Z　　1．　11）t””　　IGLilI

　　lYへ｛　：r　　r↑⊥llfヒ／三7」し一⊃　二　「．、一⊃，‘こill未：．．〕二を一1］二、，．

　　．：1．．るい，・1・）る行為L：．iL．一・こ、こ．∵エー．エ

　　ン・は、川ノ、か所㌦1川1ユ為のぶ、Lり中・戊ど・〉場

　　旧ピこおいて：づこ　、，．ご行為力｛日」’目旨て、．’戸一，たとい一一ノ

　　た意昧て、1固人ご行為M・（ld－1い1・U1寸t川r）てあ

　　　　　　　　　二、　　　　　三　　　 こ　　　1　　　　　　　　　，’二　　｜　　｛　　～　　　」ミ　　 「　｜　1－　　：　こ　　r　ノ　ミ　」　　．　　t　．　　　る，　　　　　　　　　　　‘〔　　（　　；　i　‘　　｜　〔　｝　ti　l　L　＼　　　　　　1　 Fl，　8　＿▲

　　：㌦　㌧いに．｝．き二い　　ここ1こ鰍”IL｝一　’・Tl」∵」者1三、

　　モニノ：ンク　il「．一『．：い7こパパ．：）、左に挙げた

　　㌣㌔｝…il；川・；‘よ”．に、必すLt日『党を初｝三二

　　た丁・↓没二その行／」三己1：、；二きる状産にはない

　　一、二わ二川「、｜｝1・．を｛’1「か二・ているたごL一）川恵でご，

　　ろ．　Lか1＿、　行ノゴをノド［㍍・iii／iモ［）1’i　l＿て1．　’1→　．’1。’t

　　エー／エント‘：，t．．　1、1）rジl！偽者てご○）、伎

　　＿口え∫こ自1」発L、こンステムをは1＿。．）と＝Tる外L：
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・二るとトlj時に生産・川：川産二れるという　一構元造

しり　’．市：性」がある7こt！）に両K一はまったくりξな一一．、

た概念なのてある　（Gi，．ldヒ11い］977二19，g　e3：5〔．D

システムと菊造の違いをりJk”1なもの’，　＿ヨ．一）iu　）

に、｝苛造の結f≡］i〕1’t’て，f）る㍑：パ7な社会制度か川rl｝’1・

川：生｜］’f’・：」れるメカニ7：ムにつ’、、てのギデンズの

説明を参照してk．よ∴．

　ギデンズは、ミクロ・マクロリンクについて

レ戊口倫∫（算ミ1こ：奇：」三’ここrl’k？又しづ｜rて　　（Giddeiコt“　1981　：

1（ll－171）、アーピン・ゴフマンとマートンの社

二”Y：理’1）を取．．｝．．げている　その㌢．之二よる三、

ti　［∫　f㌃’　：L（　、　　　1：日　　L　｜l　f／i：　l　tl　1，　　　1～1tl　．’．（　こ：　1i　L　　C　　’＿　　、　　く　　元邑　手5，｛　　1／こ　一．／）　：、　　’1

て関心を示すものの；御江・情造へし）視点か欠ば

ている．また、後者’は、一泊在的機育旨一，に注日

した分析を行うL．．）rごあるか、それでは．．顕イ｝北」

磯能一はいったい1・・∫のために存在するのか不明

てあると1’比判これる．すな元）ち、マートンし戊分

析ては8h看ジ・．ljK能と命呂された’i］卓：K－：ことって

・L．．）iペユ：唄・1生に1ま1・］L．．）Cよ害｜」土．．付1　j・1：；れな’いままなの

一

」杉
．
言

　
．
．
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　ギ．デンズは、社会li｛Jに編1戊L：れた様々なレベ

Lの行為パターンてあ万・㍑口はll為・）前手是てあ

り、行為はその旧提なしには成り，ZたなL1こと

を確認する、Lかtなから、情造：三たんなろ永

遠の　（ll），・1・e・1・，・’‘trlel’IL’・dビ1111：ifl定［’1∫jな存在ではな

い．それは、行為者によ．って常に再弓：産される

ことによってのみ成1い1／1っているちL・「）なのであ

る．例えば、社会的に編成ぎiピこ構造としての

、；．語の文法は、行為者か発話行為の際に参照す

るこパ．）てあるが、参照するまて：ま実際の役割を

果たさない庁在で㌧ある、つまり、’実際に之法

が存在すると言えろのは、行為者が発話行為の

際に文法的な文章を構成一11るときだけである

そして、文法的な発話行／ちを行為者が繰り返す

ことによって、その文法はますます強固にiiYi’．

産さ㍍る、ちぢうん行為者かまったく文法を参

照Lなくなれば．、そのジく法は消えてなくなって

・．．

．）存在ではな「、・ということを確、；，忍することに意

義がある．

　社会学において　時期、創発性を強調する機

能1三隻か流行したのにlt．そ烈なりの土叩由え｛あ一t．

tt

二：・ギテンス．によ烈は、それは次の．㌧点山要

［・’〈1　r－：ある二‘一う　（C；i：：L：1，：II．s　lf［77－1gSら　：34－：35）．

1自沙科ゴ1のTL法から応川された｝幾能やシステ

ムと1㌍〉た概念を用いることに．よって社会ド；学

と自然村学のちいた．の，諭川的統一］・［かあること

を示づ’ことかてきると考え・一）か二いた　2kヒ会

は㍑分と∴‘；分ご）相パ依仁か：’充合さ㌍．三統一体て

あ：〕、諸川分ブ圭勾衡していると信ごら7㍍ていた．

．3社会システムを）Nill一することによ一．て、　aバ

ー
ト　・マート　ンフが星貞力川．1井幾tiEと1＞〈1　［」川されfこ’i替在

的艮能・．「：ぱ在を指抽Lた．ように、社会制度の

　か（された川H・J一を6！［社膓］させることかできる

と／J’えられていた：　1保守1・1．美のイテオ〔コギー

と結ひつ「一て1－：そこ二　fL、’）〈＋．オロニー｝「｝1」な但ll面

：こt了1｜呆を一ノ：÷こ：二Lてし．、　どれち？’ヒ会干こL・’｝：：［’1〈j分

析にとっては熱望さ川てしかるべき㌧のであり、

さら：こ、　fV㌧コット・．ハーソンス1え戸「ちこに．しの

㌧かりてここえなかった川tこ・．－II1性と1汗縞さを

そなえ一（GiLC．leiiS　1！．1＋77＝198（5：三り、‘た理論を

展開してからは、社会川倫・’．溺能L義的r二展開

・川∫能性か現ノミ感を持つこ二．とな・、た．

　　しかLなかワ、ギ．テンズによれは、それは誤

った日的論であ1．｝、システムという擬制を実1イミ

化tたt．’・．．）に過ぎない．二し「）誤りに対しては、

機能L義の掲げる社：会：）□的はノ．間・つヨ灼的行

為レ．．）限られ’iこ音ll分Lか説川Lていない

（〔｝i、．ld㊤ns　l977二1986　：35－39）　と：シ・、　f」三キ勿ノ｝：［イ育

体の目自勺を創1）出す欲求に当たる対応物が社会

には存在Lないため川的というば葉が誤って利

川されて‘、1る　1「Gi・11二i已ns　lt．」T7二1986：3Cl－．．13）

といった説川もなコ↓るが、鼓も玉要なのは

システム・三一 溝造一．の概、念を取・）連えてい

るというしし）てある．構造には、生rt2’・：・再生産



　　：＼　　　　　　　　　　　　　　　川lll．1ミ学）’　1／

F　　　　　卓．　　　▼　　　　．’　　一　　：’　　　一

．＿　素幽い．．）t－t；’）勺

かにて、出造はi㍑．緒．．にヒつて．は一資源

⊥一＿卜rv．∋一　二二：の存ぐてあ㌘二二1二1認識ご

れる　情造はその．長まて成：］　，Stl　t－一．．tているのては

な；、行為r㌃に和」川されろ二とによっ二初ゴ）て

㌃在を始めr：…／∫．．）て㌘るか・’．、それは行為

に無関係二克↑’・・．；ーるのては二1、行為を吋flεに

する資源とL．．．川川さ；i　’Lてはし1めて存．在を始め

二i　’，　’）てある　∵二、行為は、フ・1－・・ンドニ

日由を三．．t．パ．・てご二く、ブ［話行為二お：÷る文

法・ば！〕に、ゴ・・」∴1ヅの前提となる構5旦か資源と

こ『」：「川1’・li．／11．’！　：’：）てり∫能なちのて∴る．ギ

．

・・’一 ンス川燐垣1口ll｛論の中にご・）よノノに借造ぱ㍑

置川一．．、．㍑二二：．になる　さらに、　こうLたギ

vt． ン．了川㌦．ガllフ察に」二㍍は、出：生産さへあ

・1．川川L．’ドΨ，；．／，　1’、‘・置付：÷，㍉1た結果とLて・．）関

係、．”L・i：．；’：．ピこ〕ときそり場に現れてきたに過

き∵．．・．・ンー、　．ご二またまそ・．）ようにとい・⊃だ

：；『 口．ii∴川）ゴ．1∵∫t”のてご二い）か、　システ

，　、　　　　　　　 　　　　　．　〉　／

　　1．．・ンて、1、　／ステム　の『だ体化、すなわ

パ’ 1：溌］1㍍一㌧1こ在性をてき∵．だ：tJY：÷るような

‘∵川を展川．；．’‘そ江は、ギデンズの川1〕には、

戊＼． 1’r　j．♪　1ゴな．‘㌧∫1；」．／5．）　　　イ　ー∫一　ミ　フミニ、ノ三二｛．1｛「・㌧iオニる　三ノ

川とい二臣川｛．1：i’、　システム　三．．1う川学r’1｛j

な∴き．．｝’∴伴tt．概念の幻想を↓1ミリ払おうという

意図かLいて’一〇からてある　定のマー㌧ンの

」：1に論二II、潜！‘・1的磯能がこのシスニムにあ二る．

これは観察者かいわは恣意的に想定Lただけに

過ぎr二いi－、力てこ．こ、ヨ、実体こ二て行『為を迅えて

仁在している訳ては二；い．

　以トのような思楕去：三、　fl瀬一．（↑川sい概

念にζ・1する彼」ブ己こ1にこlk央し、システム論の

泰’［てある二iノうス・㌧一マンの信頚概念を、

システムとして信頼概念を実体1ヒして捉えてい

ると批判する

　　㌧一マンは、信“を人格的1［1煩とシステム信

会学（；F究己L凄　　　　　　　　　　　　N‘㌦U7

　　頼に厳格に1く別1し　d．uhm．川nD73．－1り91．））、

　　後者は、前者てごうる特定のパースンに対．する信

　　・頬三ご違一・て、システムか蓄積Lてい（楼能イ111

　　1Hを信頼することによ一tて．一般化されたコミ；L

　　ニケーシ≡ンかiT∫能となり、いっそう複雑な川

　　題処理を：り能とする三のてあると11張L二いろ

　　‘レーマンの汲う事例からは離れるか、例えに、

　　旧取弓にお：＋る信・頼をト＝iスト（いわ山ろ信頼）

　　とソレジ∵｝・1信用）に区分こている二1か挙

　　げられ二たろう　対1仙杓な関係か∴生まれそ・．，）

　　場その場でのアドホソクな調整か，i！能t∫トラス

　　トに対tて、個々人し万仁鏑〔｛弓し固定L㌻二取弓1関

　　係り．口盤とLて利用所たな：・ンジ・．．トニtて’．

　　，の信頼概念をf吏い分けている．　　〕クレジ・

　　1・かシステム信1頓にあたるtしつて”t”iる

　　　tかL、ギ．デンスに」こねに、ニー’にt二区分：二

　　仮｛㍑に過ぎない　確かに、ギデンズt’，　抽象的

　　システム　というU［ごを川意して　i’　Gi・．ldr！’i，

　　1VY1＝LJ〔．旧5：21－25）、　㌻一マン⑪システム信川

　　の上うな作用がイ逢川していることを川〃♪の理、，1．11

　　の中に相二込t．うと．：i・る　LかLなから、二川

　　抽象的システムすらノ＼格的二や：）取：）　U）111て山1

　　整かできない1．のでは1’∫い　一抽象的ンステム

　　・）非人洛注を私生活・．ぱ∫≦観密二隈1係．㌦L一対比

　　することは、川らかに川1こいてある　私生活二

　　そ川にとL，なう社会的きすなll、最i，遠方に〈f’

　　在する抽象灯システムとち深1院わ：hr＞ってい

　　るからてある　（（．liddt・ri．－1∩9U二1日9：1：15Ul：：

　　f判，えば、　1997｛「にタイからタ台まった一i’“ジア通貨

　　危迂の事例をZ」’．・三て；，．・るだ巳二よいだろう・へ

　　ttt．ジフ？ンドによる空ノこ：）という極めてlill臥灼

　　な決定と，掲’整により、通貨の信［頼↑ノ［（システム

　　㍑・拒）ご火きく揺らいだ　その前に：．．、11192年

　　・．）ポンド危葭かあったように、これは例クト的な

　　’ll：例ではない　人1こ各的㍑頼とシステム信頼を区

　　［・；rl－Jl＾ること：こよ：）1受者二～”’t全ri∫∴Z・川L⊥岸苛処コー

　　うかのような1’メージを提小するならは、そ力
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てレり、　両脅に本τ〔［｜’lj二こ」こ一’二と仔在し二：．一・

システム．）だ㍑．刊2・　i；ll．レ、1する．ンーマンーシステ

ム，論　戊そ・〕後・）ヒ引；，輻二弓i，・こたじ、　二うLft5比判

．．s↑己之：こ正竺きない二とてご；尺こて∫い三∴．．㍉ご

るを得’Lgl．．1．

　　てこ、　／ニテム．｝だ1’　’｛じ・」づLご、工一シ；、ン

シ、、二・・F星・・1生を．］二．」．L一る　、，戸口fヒユ：［llバ三：Lllい二　’二ろ

」川　．て二／）ノか　⊥‘Ek：二そ．：．）伊［着を・」ミLたい．
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‘・声｝」±・　と　　：ま　｛　］：．／IL・／を　ノ1・．1，1’．．　i．　7　　Lニ　ゴ！）　　　）「了［｝）1；L　　（　ノ｛：．　IJKi　：｜OJ　．1！ユ

U「」をノ）む．て㌧J／1　　こバシξ1．泉；｝利llj「＿て、　1ゴソllr

か生畔1さ：1．る　行／．　｝叩．日『『：1目｝∫口へとフノード

・・ 　　？二に、　i、㌧口かIU．si．．「：11．：：川・！r，　　このフuセ

ス”，口造・化『．こ．〃．　、▲造二’、∴，資源：こ川e，）i」”

〃5？〈f”・f固1弓1」に」1斤イゴ．1．るこ．∪『こ：よなく、　｛iE一ト」1とL

てコ］寺†生で　、る　　一：三・川「；艮：「こ、　パ1口は．1　t・　・「　J’三1L

たf］T∫らカu♪’・クーンとrニノ、　　こうLて旦！れた了

ドポ’クロ・㍉ノーン；ノ・システムとして」見川し一こ

1るわ1÷て、）ろ　よ∵こ、システムとは何t］）実

臼一店る．一二㌧∴、エーンェンシ．）中こ絶

え一ノ1川㌦・川、牛r’｝’」．：、ろル｝i今にlj’．、て」㍗仔’元

川∫育ピニr二るこ・）1二，し1こ　∫．一
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こ・．＿二　　・IJ’E　：ミ、　JI　Jx　5γ」．　ンミ　．lf＞と　L

r こ1今・「一：・／　二三　『：二．き二　　．一　．・L、　二．t／．　二㌻二

Cir－〉フこ　　㌦．幽／　　．tlヒ：1；i’ン「：．．ハ）、’［目fヒと．、、え．変

fL二”［．．．、．．＿1．．∵1．『三t’tと、　’t，〈ll　勺1ニイ、友：’・二二『・こ

．ちる　　　lc　．．｜い：1、　］じ・一二＝1‘r’）：＼戸．：▲二川

　エゾi－＿、　川：，［．剖’∫lp輻ごを利1目して・苛二された社

会押卜㌻こある怖口化］Ψ心）概略を・］1’Lた　問造

シ　≡、　ノ　．　　1！，］1’1’］　ミ．．∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1冒

化はll！引川・ソ；ピi田・旦L］えてrt在．ナる、’了」遍h勺な耳］ぢく

てあ1・、、ギテンズによれは、この・・｝造化にお

いて作川す一’契辰として甲1帰’ILか近f〈におい

ては前近代上．1こ川’；i三一ている・．戸ここいノ1　そ

ぼはいかtl　7事1庄てある∪かをi）（に見てLiくこ

4．再帰性の展開とは　近代＝暴走する世界

　　三ニン7tは、近代は鞘に山川；・‘二1’liまり、ぴ

51“ll　オミ　　㍍　　　1！　＋　　　ミ　　ス　　L、　L．）　＿｛う　二二，　k　ヒ　ニこ　、　　『｝．　」二　で　）　ち　　l！lt　i上　．．｝．

”“ ll．　i？↑　　F　］　・∴　、．　・　　1’1’．　に　．　．．　t　と　こ　てい

る．．次一：〕㌧川、：こおいて、近代は日iD迂代とばま一．

1こ〈　．2．・、たスヒー、・て変（tをi．　’．　i　i『る二ととな．＾

J’J・∴てある．　づ．．．r．；／1）ち、　1［ijfilUと’乍liyL．）〃｝1田1

（til　P－I　L．・，．h・↑　h‘11il，1’1）、　21D－1巨．！）1△乙

↓｝ビ！Lb　…i｝　）　メカニズム、　31国1芝日勺川：妬｝］小

てしらる　〔（、iddじn　l日91－2川后：22）・

　　1は、前近代・リ川1｝1・空川・席汝．’∫i副系か次

第に〃〉，．引1．Lてい（ことを51旨IL小IL．て．、・る．　f，．k械

‖与1冒幽し⊃ブC　E月と｜h／　L，tg，1］：こ反ん㌃こ1、7レ）i小，fヒし）たこ．）

：　こ　　　　 L　　〔　．　l　i　r　｜　‘　　［　r　l　〕　　　　　　　1　～．　｝　E　｝　1　〕　　二　　　1　t｝　t　」　　　‘　　　　　：　　：　一；　1　　－　2　　戊　　、　　　　　1’！　L　£充　 ：　「　｛］　　≠∫　　F　｜　：f

jtil代のM会てはワ1⊆1淘と1［ii合こせることによ．〕小

三Lていナゴ！川はノトll，jに対Lて狙ぱLた三．∪と

こて川叶旨く化二＿、　乍flfヒ　’・「て｝、ll！＿　／　二㍍

る　伝元Uな社会ては．　・．一三t］．⊃た・．□えい二｛、

た1［ir，　ifij　1“：7にることて、　」if㍑1はべ1．山とLて一

乍：川：プ∴刀　一、．一⊆二三∴▽ごき．二か・一．．．二二｛1一二、

年llr行「i！二と’二追］しニノ＼1「！1日、1係．）Sl．ミイミと三∫’三、

か：・、　ノ＼セ．J．　5三繕1二’ノE．「！！」かi昆∫三］二たままの］u：｜！s

にr，1　一込・．｝られてil．．活Lていることとな㌻．し

かし、汀寸は、」の川一ヒ地を「＿㌍てi｜けミ事か

進行し二い（ことをノ、ミ・に伝えこ．日の1：『∫の上

」止と［ISf川．．　ttリ1川；’！’こ：れ、1劉川は吋1］｝」と／＿て独1’f．

L、　1い身〆を：乏’⊥二　：’．、lk・－・：こ三∫る　　こ「□1こソドピlfヒ

と呼＝れZ　さらに、この時川の空［’1化は空間

7）空日化へと”）・．⊇　る　時問的に同ト“”　tl日の前

の活瓢か・パ勒kさ力≡空問は時1昌］に、汲’iる二



　：i川　　　　　　　　　　　　　　　　　川星　］〈学／il会”］1

となく再帰的：こ再編成されて’一（，こうLてfi．　こ

いに対して牢白化L・れた！ほ目と空間は、それぞ

れを折たに川1’”f’Tしま一／たく新Lい編成を作り

出す余地を1卜．：1；　かくして、近代ては、吋川と

’乍川の川：結〈Tを・求めろ再」，1｝的なヅイ＋ミズムが

ノLまれうし．戸．＿1，　・．1．

　例えは、咋「吐ご．、；1二時間を使一iて、《亡則的

にユン走を組7－∫お’．iーこ三かてきるようになり、

組織迎’ぽは効率化ごれる：　これは時間か独ひL

た㌧のとして使：，こよ・「．・にな一t二からこその利

便・1㌦てあろ一－　、い1こ二、次？と制［1乏や組織は

㍑り：う．こ∴㌘る1・．・’ノになっていく

　　2・．－lj江」川ご∴」．△∴メカニス．ムとは、　象i蚊自勺．通㍑｛

・1”　）．．〕n1’．ili．　川．k・．じ．．）　（王㌣［耳≧；t；E’Cつ樗㍗1廷イヒ：ご：川ナこ

父換媒1，い　1－！じド：1家システム　〔⊂・SPピ1・］ご｝’＼］∵n㌧

をr↑わ．・三．，’．二川ド者｛ガ．1システム　ilni）：／ti’．ロバ『＞DごU▲）

・．，完叩．か、川川｝二十間・．ノ再帰・的なフナ離をさらに

1川速Lてい1二［二こある’t抽象的シ．ステムご、

川！戸」㌃為一以所を特定Lなくf；る、例えに、惇

□．家の力㍑川IU：1．、特定．川：地・．．）特定の人物の

二．∫．㌦川：1㌦；一、∴よ，’∫；、専川家とそのフライアン

トか．．iilて．1，，　7［，fi川．こきるちのである．け遍的に

通川一iろl！［川llを用いて、ノ．＼々は初対面のノ、とで

：＿　　：二r　　　ミ　　．二　　．　．．　　；　↓　　一　　’i　　　：・　　ン　　／を　1］’（　　r．〕　、　　　’　1㌃1’舌　了＼片儂　じ：）　1｝］　ノき

三二すこ三か一こ．き三ようになるのてあり、再帰的

にil！「川ど空川を走虫える二とかよ・）’容易になって

1－1し）て．．仁ノる

　　3は、例えに村学の発1上などにより、人々か

一

社会的活動．・1・日然と・．）物的関1系の大抵の側旧1

に対して疑い深（rg　1）、慢↑iii的に新しい・情報や

知識に照らした修iEを繰り返Lていく．
〈（．lidLlc唄＼　1991二．2〔川5：22）　よ「㍉にt二る二とを

指こている．つまり、近代とは疑うということ

L，1川｝11㌧τ川1」度化なのてある、疑って作リ直す

という作川を繰」返すことて、これまた近代特

有のダイ7ミズムが生み出されていく．

　以Lし．）ような特徴を1砧えた近代は、っまろと

：IIE：究：己要　　　　　　　　　　　　　　　N．．．　LI　7

　　ろグローバ，vイヒを．と；1「lj－t’る．　E｝与「昌｜とワ；；艮1］：こ加1

速度的なスピードて分離していき、川境線を超

え、ついには地球L全ての地域か結は☆るよう

‘に○る．　こ．21い三、移動・通信丁・段が発迂すると

いうだ：ナのことては．．≡、U常川活の隅々にま

一こ、川1県中の川シ｛く事か影響するようになったと

いうことてこちる　キ．デンス：こよれは、近代の　ttt

つし． ）ヰ寺・［生〃弓放［氏された辛㍑果グローバ．1セ．一ショ

ンが発生する：それ以前の近代を前朗近ftとす

れは、それとは違っ三社会ll勺様相か顕れてきた

のか後期近代すなわち・・イ・モダニティてある

・吋・モ’y’　；ティの時代ては、伝統［自な社会を

疑ってきた近代というあり方日体が疑い∪）対象

にな一た・’）てあh、近代を疑うため・．）制1支的条

利・カ：召；一．．：1きごこということて’ある，

5，再帰性とグローバリゼーション

　　lll：帰｝↑生；う～1故1氏された1丘代では、　グ［コーバリセ’

一
ションフ㍉壁iナ得・なL，ill／態と：なt，）’，　！欠：こ、　干丁

ンス．⊃思考を参弓’にし一t・　一’ノ、そし．）グローバリゼ

ー
シ⊇ン，．．’i）＿のの持，一，lll｛；i響：よいかなうものL

あるのかを確認する仔業にぺ川たい．

　　ク’Lローバ1：1セ1一シ三ンと：ま　二みな㌧｛｜∩Jじ｛日：

界に住むようになった．．という現状認識をいい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ロレ　㌧≒ノ　　＿1⊃，　　≒　つ　　『，i－　　　　　　　〔1　（　　｝　i　L1　‘　i　・　．　I　L　””　　　　　1　｝　　t：｝　∈＋　　二　　2　（　）（＿戊　1　　　　　：　！　2　　）　　　　　E　　・．　　算ミ　　ー（

ある．前節ての説明U）ごと（、再品性し．）尚まり

は7J強いダイナミスムを生み出し、様々な活動

か国境梨を超えていく、そ○ため、多1のぞtvt

した活動や制暖か土地から離れて日｝：1ノ↑川て共通

化こ1れていくこととなるこ現在では、この7’．コ

ー バリゼーションは、欧米化を意味すると受：＋

取られること一あるが、ギ1デンズによれは、

　欧米芝配と決めっitるべきてはない一
・Gid、二i，、・1ビ19！）9＝2⊂｝∪1：39）・この現象は決して

先進国芝配∪一方［〔・川｛」な現象＿♪is＼、　欧氷

諸国にとって㌧また、他の地域同様、グローバ

リゼーシ三ンしりおよぼす影警はイく可抗jJ　tsのて
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ある　（Gi川．i沌＼1999；2川1．1川．では、

えにこうLた1・1張が、d二当性をらつのであろう

か

　　｛確力・に、　グローノa’リゼーションに気｝してrは一一，

っの、1「場が存在する＝キ．デンズによれは、それ

：　ま　　　　　一　’rま　 f，・c　　 1ノ

言
　
　

者　　　．　　　　　r　　＼　｜こ　　＿　－　1　＿／　t　　i　c　．　ト　　　）　　　　　　と　　　　　　一　　　ラ　　　 デ　　　　ィ　　　　カ　　　　ノ　L　．　　　ズ　　＿

（Fadica｜のである，後者は、ギデンズ⊃、り1場

てあり．、グローバ：1ゼーションか現実てある

・．）は当然として、経済♂戸ならず工攻治・技術・

文化に三その影響は及んでいると考える．Lか

L、前万こkrl／3（、グv－．”i　1］ゼーシ・ンと呼

はれる現象ご戯、1’に過ぎず、現在の経済社会は

これまて長年にわたり築き：げ．られてきたもの

と何等変わるところはrミい，そうてある・．）に、

ことさらグローバリゼーションを強調する　世

界観は、1品：嘱○）解体と財政芝出のFjij減を企

叉する、ll場1己義者のイデオロギーにほかなら

ない一現に起きたことはなにかといえは、それ

は　世紀前のlll界・＼の逆㌧どりにすぎない一

（Gid〔it・r1＞1999　2（iO1：2日　と考えるのか彼ら

し「∨）］忍考－」」L：二こ子，　ン1）

　　Lかし、ギテンズか［1「うところし．）ラデでカ㌧

ズは、公］1ミ性を破壊L川界の欧米化をちくろむ

単なる市場じ義♂て二な‘い　rli場ド義ては、経

済的強者が都合し．，」1いように社会のあらゆる領

域を内：編し、資本山lllil理にすべてを従え二い（＝
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6．おわりに
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　，ソ｝者一，［こqタ〈1とLて5LY‘、，、〈三lt　l　　j口・．、．ーは「］］：llこ：！L二
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　こ　L三．多’　．　｝1　　＿「，　tミ、　じ《，、1ド戸「，’三て：／t、　か
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　　エー　シ　ニ　ン　シ　と　こ　ご二．、’と、［S，．ろ

4　社会蹴1．〕にお，．、てはII《酎t・。、」、るカ・i㍗㌧を

　巡’；r：　二㌻㌦ハ［，J．lo　：‘s之・］’t／する：　’lt者’itLン「．　G’1二，）
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　　tl　／1，て’1．「Lい：仁済句1｝1いηかL！く府活動に限せ

　　つ□る二とに二・’f二とt”考こば疑日｛1イ，］せ三ノ’

　　をえ二いことに二る　今」…t令．、．　jl川以沙Lし

　　く規制さ川ていILときてiえ　仁．○の為㍑

　　i；川力嘘1トこILた・）は　づLL几年・戸ト、チ．Lr－

政桁卜．において‘．・こと．．こあか、労9j！党蜘自幽は

　　国際的資約坐避：二1－／て路）llv）変更・ごコ冒義なl

　　L・れてい・1　（い1川川〔　．2叩［－LOU　I：16）

　　資本流出か問題となりた∪、ぶ現在のノローハ

　　．1ゼーシ．．ン担k’山現象てはなく、いつて㌧起

　　こっていヒニとてあ7　そ川は現イ’｛のプンア政

　　民だ巳…．六二く、マt’．・二・！・ゐ．別政何二し

　　つで／ノン．二・：rラハン政　において1　／1＜強さ

　　れていた／tである　1．るほと、二、），旨．1、1」は山二

　　い：しかLrsか∴、÷ニンスは、ンコーべ　＝

　　一ショ　ンは；1［〔代1こお1ナるf㌧：・「1．｝’1のr∴Jま川u占1｝当

　　てちる二どえているのてあ・へJpi代において’矢

　如と／，て現／tlた現象二三ると考えているばては

ノ［コーノ・リゼーシ　L－iンげ）」川」冷1撒11」kilミ1］’j
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

　＿㌧とを確認L二お（，9・要うある

S　キテンスのいう保」二1こ主は守川派LLて・1）保

　守じくとは1ご一て．、、7　　．「r　．’：1「」保’t：・　・1・J．、菱：三、

　きわめてi〈要ミ思想的1’1場一ち7　通；Eに従え

　二、近代化と保三i二kは必川川反一∵．／一かL、

　　7．t一ニポニ．‘関1．‘．．‘i・1．　ち　＿乏　已k、

　’ill　rL－Lえた一、　　1ノー業・Jl　k．．にある：iU／　f，を

　臼ピかいき抜1：こは、1工代化．・プーンにば㌧二

　るを巴　い」て．．‘／　　　こ二て、ζノと二ろ、・戊

　「保守仁k一は、⊥・：へ品的ゾほを保三：ド巳と言う

　＿ご．、．＿．．、’；　1て」1．二t．t　．／・．．／t｝　変化

　　・］’フニフマニtt　フパ・⊥を．L、味’］一三01’ご1－1

　，，．〈てあこ　1・i：：技！ド）功那二わきまえ三ヒてド・

　∵：技｛」ご川対．，］．．．る㍑㌦、迫去y．史　尊ラ、

　　1庄二「．L’）〕三防1．」IEI」に三（tて．）：境，、，、題へ⊃

　　k・‘⊆’．」ヤ　　ニ．㌔．1　　　i三：こ、　」」工㍗こ1ヒ．）一ジ」ン

　　に：ダ’虫L∴1はひ・」／i・、近代化tそ、前ノdに

　．1、㌧一て、、ノ．㌧‘て」㍉」『　　‘1〔；1．i．‥1［、＝1」㌦トi：

　｜L，［1

日　かつてキ；ンスは、コミニニテ・をJ”、．い］すこ

　二とは」川也Lづk的に」．’二ーし巨性∴あるとLて批

　判Lて．一ヒtcl｛d．iい2川1）L［）i．13：7．，）　Lか

　1、近年ニー一ンス：ま、社会．ノ多㌦．1と連帯には

　トンートすフ∪閨係∴C，．たピに後者にも注｝－i

　U白：さr∫：‘れはなら∫いと述へている．さらに、

　　強か二福祉川6ミに必要　杜会的連㍑を1准☆す

　Jl一ために、十シ．ナ．し・アイデンテでティの．：．K’

　形態を1∴1ピ，」一る’必要かある　cr）1．tl、1、、1］d＆

　Gl日・n・2川：　川7）とまニノい込んている．

　｝者は、福川［1家を維P．．P；ためにはコミュ＿

　テ〃”）連いを川復．丁　必要、、あるとL，こ1・L張を

　展開一、：．、川1体2川ll、り川〕、ニデンスのド

　依t”⊥L展開を1⊥三ている

lll　逆植民地化とは、んパミ諸日L．．．輻斉に対こて、

　発展途ヒトL、」三品ノ］を発揮することをいう　コ

　ーンシ．一’しス」ラテン・－7メ　旨ノ化、　イントt’）

　・・イテ1ノ産業し／’i：／，沢‘1iJ　ylへ、旦］L、　ブラシ「レ」
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